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狂言鑑賞と殿様御膳

時　間　お食事　　正午～
　　　　狂言鑑賞　午後２時～
会　場　お食事       荒手茶寮
　　　　狂言鑑賞　後楽園能舞台
定　員　100人（お食事コースは限定３０人）
参加料　7,500円（税、サービス料込み）
　　　　※狂言鑑賞のみ（食事なし）2,000円（税込み）

　　　※いずれも別途後楽園の入園料が必要です。

　後楽園能舞台での狂言鑑賞と、老舗懐石
料理店荒手茶寮でお召し上がりいただく
「殿様御膳」をお楽しみください。
　殿様御膳は、江戸時代、藩主が後楽園で
食べた食事のレシピ集『殿様の御馳走帖』
より抜粋し、料理に盛り込んだお膳です。

『御馳走帖』献立調査にあたった
郷土文化財団万城主任研究員が
献立の解説をいたします。

  9月19日（金）　演目：清水

ＨＰ

イベント情報

10月17日（金）　演目：萩大名　

令和7年

出演：田賀屋狂言会　

《申込先・問い合わせ》
（公財）岡山県郷土文化財団

電話　086－233－2505
HP　o-bunka.or.jp/event/


